






2015 年 11 月から 12 月に Pre-YMC 観測キャンペー
ンの一環としてスマトラ島西岸約55km沖合(南緯4度、












12 月 13 日の 24 時間でバリアレイヤー層厚は 5mから










の表層にも強い成層があるため、10m と 6m の密度差
から表層淡水化指標(図 1a の上部の棒)を設定した。 
ILDの変動に注目すると、12月13～17日までのMJO









































図 1：研究船「みらい」の CTD(3 時間毎) による深度時
間断面図(a)密度(kg/m3)、(b)塩分鉛直傾度の時間変化(×
10-1 psu/m/day)。(a)の上部は、水深 6-10m の密度鉛直
傾度(kg/m4、表層淡水化指標、右軸)、(b)の上部は、淡
水流量(×10-1 m/day、降水と蒸発量の差、右軸で海洋に
流入する成分を正)を示す。破線と点線は、水深 10mを
基準に 0.2℃相当の密度差で定義された混合層、水温差
0.2℃で定義された等温層。太い実線は、29℃の等温線
で示されている。全ての変数は、潮汐変動を除くために
24 時間の移動平均をかけた。 
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